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DX調査研究コンサルティング

政策効果が高いサービス実現に向けたご支援

１．エビデンスに基づく政策立案の動向

予測が困難かつ変化が速い経済・社会の状況において、効果が高い政策形成が求められており、その効果を国民誰もが享受し、

その有効性を実感できるようにする必要があります。具体的には質の高い経済・社会を実現すべく、政策効果が乏しい歳出を徹底

して削減し、政策効果の高い歳出に転換するワイズスペンディングの実行が求められます。

２．政策効果の高いサービスの創出に向けた課題

利用者の真の要望に沿ったサービス形成に向け、現状の行政サービス動向を分析し、高い政策効果につながる課題の抽出とその

解決策であるサービスの構想が必要です。本コンサルティングでは、デジタルサービスの実現に向けた課題や方向性を明確化す

ることで、政策効果の高いデジタルサービス形成の基盤を築きます。

３．DX調査研究コンサルティングの特徴

国の行政の現状と目指すところ
内閣官房アジャイル型政策形成・評価の在り方に関する

ワーキング提言より一部抜粋

政策効果の高い歳出に転換するワイズスペンディングの実行へ

環境の変化が早く、社会課題の複雑化・困難さの度合いが
増し、先が見通しにくい（VUCAの時代）

状況は常に変化することを前提に、機動的で柔軟に立案・
修正できる政策サイクルの確立を目指す。
⚫ 常に政策効果を追求し、効果のある手段を選択
⚫ 効果分析結果のエビデンスに基づく技術的な検討・対

話による政策立案・改善

政策効果の高い、国のデジタルサービスの創出に向けた課題

サービス利用者の体験価値の向上

１ 政策のインパクトが大きいイシューの選定
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環境の変化に即応した、機動的で柔軟な、サービスの継
続的な評価・改善

3

VUCAの時代

政府 国民（利用者）

継続的な政策・
サービス提供

効果検証による
フィードバック

アジャイル型
の見直しによ
る政策形成

政策効果

政策A 政策B 政策C 政策D 政策E 政策F

高

効果が期待できない
政策を見直し、効果が高い
政策への最適な歳出転換

閾値

弊社は、官公庁における調査研究コンサルティングの豊富な実績を活かし、政策効果につながるサービスの実現に向けてご支援し

ます。

実現性・実効性が高いイシューの抽出
実現性・有効性に基づきインパクトが大きいイシューを選定します。
実現性：優先度、難易度、コスト面
有効性：インパクト（影響する利用者範囲）、重要度、即効性

１

サービスデザイン手法活用による
利用者起点での課題抽出

官公庁におけるサービスデザインの実績を活かし、利用者視点での
サービスの将来像構想に向けた課題を抽出、可視化します。2

業務改革、BPRの豊富な実績を
活かした方向性の提言

弊社が培ってきた多くの業務改革、BPRに関するコンサルティング
の実績を活かして、本質的な課題を抽出、解決の方向性を提言しま
す。
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お問い合わせ先

DX調査研究コンサルティング

富士通株式会社

パブリック事業本部 パブリックコンサルティング事業部

担 当：長谷川（hasegawa.mak-05@fujitsu.com）、松藤（m.yoshiyuki@fujitsu.com）

〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1－5 JR川崎タワー

４． DX調査研究コンサルティングの進め方
弊社では、利用者にとってインパクトが大きなイシューをマクロ環境分析で絞り込み、取り組む優先度が高い課題・解決策に関

するサービスを構想します。サービスデザインの視点を取り入れることで、構想を実現するために必要なデジタルサービスに関す

る業務適用性や、将来的に求められる機能・性能に関する方向性を検討します。

STEP1

マクロ環境分析

• PEST分析により、取り巻く環境要因毎の動向、

トレンド及びインパクトを調査します。

• 社会経済やデジタル技術のトレンドを見据えた

上で、国民や政府にとってインパクトが大きいイ

シューを分析します。

アウトプット例：イシュー分析結果

イシュー候補 選定理由
（顧客へのインパク
ト・価値となる部分）

イシューを解決するための課題

領域 中テーマ 小テーマ

〇〇行政サービス
の高度化

勤務する全
ての常勤・
非常勤職員
を対象とし
た働き方改
革

セキュアで
シームレスか
つフレクショ
ンレスなリ
モートワーク
環境の整備

・職員の多様な働き方
の実現
・国家公務員の女性活
躍とワークライフバラ
ンス推進
・労働生産性の向上

・職員のテレワークの現状と課題の把握
（制度面、環境面）
・改善策の検討（制度、業務、システム）

STEP2

ステークホルダー分析

• 対象分野/テーマのステークホルダーを把握、各ス

テークホルダーのイシューや目指す価値（インパク

ト）をステークホルダーマップにまとめます。

アウトプット例：ステークホルダーマップ

STEP5

課題と解決の方向性
検討

• 課題を整理し、体系化します。

• 限られたリソースの中で優先度をつけて取り組む

ため、重要度、緊急度、難易度等の観点で課

題の優先度を評価します。

• 課題の解決の方向性を検討し、提言します。

アウトプット例：課題体系図

STEP3

利用者調査・分析

• サービスデザイン手法を活用し、利用者の現状を

把握、課題を抽出します。

• サービスに関する利用者の一連の行動をユー

ザージャーニーマップに可視化することで、的確に

課題を抽出、関係者の共通認識を図ります。

アウトプット例：ユーザージャーニーマップ

STEP4

現行業務調査・分析

• 現行業務を調査し、現状を把握、課題を抽出

します。

• 既存ドキュメント調査、アンケート調査、ヒアリング

調査等により、実施します。

• 必要に応じて、現地調査を行います。

アウトプット例：業務概観図
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